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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおけるユーザ機器につい
ての方法であって、前記ユーザ機器は第１セルにおいて無線基地局からデータを受信する
ように構成され、前記無線基地局は前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを
含むシステム情報を同報するように構成され、前記方法は、
　前記無線基地局から前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情
報を受信する工程（４１０）と、
　前記無線基地局から前記第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適
用するかに関する情報を受信する工程（４２０）と
を有し、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の前記構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含み、
　前記方法は、
　前記第２セルにおいて同報される前記システム情報を読み取る工程（４３０）と、
　前記受信した命令に従って、前記読み取ったシステム情報を適用する工程（４４０）と
を更に有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおけるユーザ機器につい
ての方法であって、前記ユーザ機器は第１セルにおいて無線基地局からデータを受信する
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ように構成され、前記無線基地局は前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを
含むシステム情報を同報するように構成され、前記方法は、
　前記無線基地局から前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情
報を受信する工程（４１０）と、
　前記無線基地局から前記第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適
用するかに関する情報を受信する工程（４２０）と
を有し、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の対応する構成パラメータを置換する構成パラメータを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、専用のメッセージにおいて
受信されることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第１セル又は前記第２
セルで同報される前記システム情報と一緒に同報メッセージにおいて受信されることを特
徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおける無線基地局につい
ての方法であって、前記無線基地局は第１セルにおいてユーザ機器へデータを送信するよ
うに構成され、前記方法は、
　前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報する工程
（５１０）と、
　前記ユーザ機器へ前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報
を送信する工程（５２０）と、
　前記ユーザ機器へ前記第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適用
するかに関する情報を送信する工程（５３０）と
を有し、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の前記構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含むこと
を特徴とする方法。
【請求項６】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおける無線基地局につい
ての方法であって、前記無線基地局は第１セルにおいてユーザ機器へデータを送信するよ
うに構成され、前記方法は、
　前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報する工程
（５１０）と、
　前記ユーザ機器へ前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報
を送信する工程（５２０）と、
　前記ユーザ機器へ前記第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適用
するかに関する情報を送信する工程（５３０）と
を有し、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の対応する構成パラメータを置換する構成パラメータを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、専用のメッセージにおいて
送信されることを特徴とする請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第１セル及び前記第２
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セルの一方で同報される前記システム情報と一緒に同報されることを特徴とする請求項５
又は６に記載の方法。
【請求項９】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて用いられ、第１セ
ルにおいて無線基地局からデータを受信するように構成されたユーザ機器（１５０）であ
って、構成パラメータを含むシステム情報が前記無線基地局によって前記第１セル及び第
２セルにおいてを同報され、前記ユーザ機器は、
　前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報と、前記第２セル
において同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する情報とを前記無線
基地局から受信するように適合された受信部（１５１）を備え、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の前記構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含み、
　前記ユーザ機器は、
　前記第２セルにおいて同報される前記システム情報を読み取るように適合された読み取
り部（１５２）と、
　前記受信した命令に従って、前記読み取ったシステム情報を適用するように適合された
適用部（１５３）と
を更に備えることを特徴とするユーザ機器。
【請求項１０】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて用いられ、第１セ
ルにおいて無線基地局からデータを受信するように構成されたユーザ機器（１５０）であ
って、構成パラメータを含むシステム情報が前記無線基地局によって前記第１セル及び第
２セルにおいてを同報され、前記ユーザ機器は、
　前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報と、前記第２セル
において同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する情報とを前記無線
基地局から受信するように適合された受信部（１５１）を備え、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の対応する構成パラメータを置換する構成パラメータを含むこ
とを特徴とするユーザ機器。
【請求項１１】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、専用のメッセージにおいて
受信されることを特徴とする請求項９又は１０に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第１セル又は前記第２
セルで同報される前記システム情報と一緒に同報メッセージにおいて受信されることを特
徴とする請求項９又は１０に記載のユーザ機器。
【請求項１３】
　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて用いられ、第１セ
ルにおいてユーザ機器へデータを送信するように構成された無線基地局（１１０）であっ
て、
　前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報するよう
に適合された同報部（１１１）と、
　前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報と、前記第２セル
において同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する情報とを前記ユー
ザ機器へ送信するように適合された送信部（１１２）と
を備え、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の前記構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含むこと
を特徴とする無線基地局。
【請求項１４】
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　キャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて用いられ、第１セ
ルにおいてユーザ機器へデータを送信するように構成された無線基地局（１１０）であっ
て、
　前記第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報するよう
に適合された同報部（１１１）と、
　前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報と、前記第２セル
において同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する情報とを前記ユー
ザ機器へ送信するように適合された送信部（１１２）と
を備え、
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第２セルにおいて同報
される前記システム情報内の対応する構成パラメータを置換する構成パラメータを含むこ
とを特徴とする無線基地局。
【請求項１５】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、専用のメッセージにおいて
送信されることを特徴とする請求項１３又は１４に記載の無線基地局。
【請求項１６】
　前記システム情報をどのように適用するかに関する情報は、前記第１セル及び前記第２
セルの一方で同報される前記システム情報と一緒に同報されることを特徴とする請求項１
３又は１４に記載の無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般的にキャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおける
方法及び装置に関する。特に、集約された複数のセルにおいて同報されるシステム情報を
送信し適用するための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　汎用移動通信システム（ＵＭＴＳ）はＧＳＭを後継するように設計された３Ｇ移動体通
信技術の１つである。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、高データレ
ート、効率性向上及びコスト低減のようなサービス向上の観点で将来の要件に対応すべく
ＵＭＴＳ標準を改良するための第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）内のプ
ロジェクトである。汎用地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＭ）はＵＭＴＳシス
テムの無線アクセスネットワークであり、発展型ＵＴＲＡＮ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）はＬＴＥ
システムの無線アクセスネットワークである。図１に説明されるように、無線アクセスネ
ットワークは典型的に無線基地局（ＲＢＳ）１１０ａ～ｃに無線接続されたユーザ機器（
ＵＥ）１５０を備え、無線基地局（ＲＢＳ）１１０ａ～ｃはＵＴＲＡＮでは一般にノード
Ｂ（ＮＢ）と呼ばれ、Ｅ－ＵＴＲＡＮでは一般にｅノードＢ（ｅＮＢ）と呼ばれる。
【０００３】
　３ＧＰＰ標準のリリース８（Ｒｅｌ－８）に従うＥ－ＵＴＲＡは２０ＭＨｚまでの帯域
幅をサポートする。しかしながら、この標準の将来のリリースの要件の１つでは、２０Ｍ
Ｈｚを超える帯域幅をサポートすることが期待される。このようなリリースに関するさら
に重要な要件はＲｅｌ－８との後方互換性を保証することである。これはまた、スペクト
ラム互換性を含むべきである。これは、２０ＭＨｚよりも広い将来のリリースのキャリア
がＲｅｌ－８版ＵＥに複数のＲｅｌ－８版キャリアとして見えるべきであることを暗に示
すだろう。このようなキャリアのそれぞれは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）と呼ばれ
ることもある。特に、将来のリリースの初期の展開について、多くのレガシーＲｅｌ－８
版ＵＥに比べて少数の将来リリース版ＵＥが存在するだろうことが予想されうる。従って
、レガシーＵＥについても幅広いキャリアの効率的な使用を保証することが必要となる。
すなわち、広帯域な将来リリース版キャリアのすべての部分においてレガシーＵＥがスケ
ジューリングされうるようにキャリアを実装できることが必要である。
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【０００４】
　これを得るための率直な方法はキャリアアグリゲーションを利用することであろう。キ
ャリアアグリゲーションは将来リリース版ＵＥが複数のＣＣで送受信でき、ＣＣはリリー
ス８版キャリアと同じ構造を有するか、少なくともその可能性を有することを暗に示す。
キャリアアグリゲーションは図２ａに説明され、この図ではそれぞれ２０ＭＨｚ帯域幅で
ある５つのＣＣ２１０が１００ＭＨｚの集約帯域幅２２０を形成するように集約されてい
る。キャリアアグリゲーションは３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準のリリース１０（Ｒｅｌ－１０）
で計画されている。
【０００５】
　キャリアは図２ａに説明されるように連続的に集約されてもよいし、（スペクトラムア
グリゲーションと呼ばれることもある）周波数領域における不連続な部分から集約されて
もよい。図２Ｂは不連続なキャリアを用いる例を概略的に説明する。
【０００６】
　キャリアアグリゲーションの概念では、とりわけ以下のものをサポートすることが可能
でありうる。
‐高ビットレート。
‐不連続なスペクトラムのファーミング。すなわち、事業者が連続なスペクトラムを欠い
ている場合にも高ビットレート及び良好なキャパシティを提供すること。
‐キャリア間の高速且つ効率的な負荷均等化。
【０００７】
　ＬＴＥのキャリアアグリゲーション又はスペクトラムアグリゲーションは、ＵＴＲＡＮ
における１つ以上のキャリアが組み合わされるデュアルキャリア又はマルチキャリア（Ｄ
Ｃ又はＭＣ）　ＨＳＰＡのような概念と類似性を有する。
【０００８】
　１つのＵＥが例えば図２ｂにおける左端の２つのＣＣ（２３０）を用いるように構成さ
れてもよく、別のＵＥが図２ｂにおける右端のＣＣ（２５０）のような単一のＣＣだけを
用いるように構成されてもよく、第３ＵＥが図２ｂに図示されるＣＣ（２３０、２４０、
２５０）のすべてを用いるように構成されてもよい点で、キャリアアグリゲーションはＵ
Ｅ中心の概念として見なされうることに留意されるべきである。よって、ＵＥは、同一の
周波数帯内の特定の周波数のキャリア上のコンポーネントキャリア（ＣＣ）で構成されて
もよいし、異なる周波数帯内のもので構成されてもよい。複数の上りリンク（ＵＬ）ＣＣ
及び下りリンク（ＤＬ）ＣＣが互いに独立に構成されてもよい。これは、３ＧＰＰ　ＬＴ
Ｅ標準のＲｅｌ－８、９のようにＵＬ／ＤＬペアとして構成される必要がないことを意味
する。構成されたＵＬ　ＣＣの個数が、構成されたＤＬ　ＣＣの個数と異なる非対称構成
が可能である。
【０００９】
　まず、ＵＥは初期ランダムアクセスを行うための１つのＵＬ／ＤＬ　ＣＣペアで構成さ
れるだろう。これらのＣＣはプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と呼ばれる。
ＵＬ／ＤＬ　ＰＣＣペアに追加して、ｅＮＢは必要ならば、いわゆるセカンダリコンポー
ネントキャリア（ＳＣＣ）である追加のＣＣでＵＥを構成してもよい。
【００１０】
　従来、キャリアとは、ＵＬ及び／又はＤＬにおいて送信に用いられうる周波数スペクト
ラムの一部分のことである。セルの概念は通常、ＵＥによって一意に識別されうる無線ネ
ットワークオブジェクトを表すために用いられる。例えばＵＴＲＡＮでは、１つのＵＴＲ
ＡＮアクセスポイントから地理的エリアに同報されるセル識別情報のおかげでセルが識別
される。典型的に、セルは、ＦＤＤではＵＬキャリアとＤＬキャリアとの単一のペアに関
連し、モードがＴＤＤならばＵＬリソースとＤＬリソースとの両方を提供する単一のキャ
リアに関連する。セルが互いに物理的に分離されている限り、１つのキャリアに関連する
複数のセルが存在しうる。これは、例えば隣接ｅＮＢがそれぞれ同一のキャリアに１つの
セルを実装する場合である。
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【００１１】
　上述のように、ｅ－ＵＴＲＡＮの将来のリリースは、より広い帯域幅又は周波数スペク
トラムのサポートを取り入れ、互換性の理由で、追加の帯域幅は、いわゆるコンポーネン
トキャリア（ＣＣ）である例えば２０ＭＨｚの集約される追加のキャリアとして見られう
る。しかしながら、セルが所定のＣＣに関連する無線ネットワークオブジェクトであると
いう概念、すなわちＵＥによってセルが識別されうるという概念を適用することによって
、接続モードでキャリアアグリゲーションを使用するＵＥは、集約された複数のセル、す
なわち（上記でＰＣＣと呼ばれ、Ｐセル、プライマリサービングセル及びサービングセル
のような表記も用いられうる）１つのプライマリセルと、（上記でＳＣＣと呼ばれ、Ｓセ
ル、セカンダリサービングセル及びセカンダリセルのような表記も用いられうる）セカン
ダリセルの別の集合の一部である追加で構成されたＣＣとに接続されるものとしても示さ
れうる。
【００１２】
　ＬＴＥでは、Ｒｅｌ－８後方互換のキャリアのアグリゲーションを含む多くの異なるシ
ナリオ及びキャリアタイプが検討されている。後方非互換な拡張キャリアも検討されてい
る。このようなキャリアはＲｅｌ－８版端末に利用可能でないかもしれない。もっともら
しいキャリアアグリゲーションのシナリオの特定且つ関連する例は、２つ以上のＲｅｌ－
８版下りリンクキャリア／セルがＵＥのために集約される場合を含む。キャリアアグリゲ
ーションは典型的に、そして主に、ｅＮＢとの伝送に能動的に関与するＵＥであり、それ
故、集約されたキャリア／セルを制御するｅＮＢと接続を有するＵＥである接続ＵＥに関
連する。
【００１３】
　よって、集約されたキャリア／セルはＲｅｌ－８版ＵＥに利用可能であってもよく、こ
れはキャリア／セルのそれぞれが単一セル動作について独立に利用可能であってもよいこ
とを意味する。このような単一セル動作は、ＵＥが典型的にインアクティブである場合に
留まるアイドルモードキャンピングと、単一セルモードにおける接続モード動作とを含む
。従って、これらのＲｅｌ－８互換キャリア／セルは、ＵＥがシステム情報（ＳＩ）で同
報されるパラメータによって設定される規則に従って例えばアイドルモードキャンピング
及びセル選択を実行しうるように、セルにおいて同報されるＳＩを提供しなければならな
い。Ｒｅｌ－８版キャリア／セルのそれぞれにおいて同報されなければならない特定の関
連物の他の集合は、以下のものに関連するパラメータであるがこれらに限定されない。
‐ランダムアクセス（ＲＡ）及びＲＡチャネル（ＲＡＣＨ）パラメータ。すなわち、ＵＥ
がどのようにセルにアクセスすべきかを規定する共通パラメータ。
‐ＵＬパラメータ。すなわち、例えばＵＬ帯域幅、周波数、ＰＵＣＣＨ（物理上りリンク
制御チャネル）及びＰＵＳＣＨ（物理上りリンク共有チャネル）に関連する共通パラメー
タ。
‐ＤＬパラメータ。すなわち、例えばＰＦＩＣＨ（物理制御フォーマットインジケータチ
ャネル）、ＰＤＳＣＨ（物理下りリンク共有チャネル）、ページング情報及びＤＬ周波数
及び帯域幅に関連する共通パラメータ。
‐セル固有のタイマ及び定数。
【００１４】
　ＳＩはまた、セル及び無線アクセス技術（ＲＡＴ）の選択に関するパラメータ集合を含
む。「共通パラメータ」は、仕様書における特定の規則に従う、セル内の多く又は全ての
ＵＥが取得する必要のあるパラメータを示すために用いられる。このような共通パラメー
タは典型的に多くにＵＥによって読み取られて用いられる。この汎用規則からの逸脱が指
定されてもよい。
【００１５】
　Ｒｅｌ－８では、接続モードのＵＥに関するＳＩはマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）及び
先頭の２つのシステム情報ブロック（ＳＩＢ１、ＳＩＢ２）において配布される。３ＧＰ
Ｐ標準で指定されるように、この要求されるＳＩの更新情報をＵＥが維持すべきであるこ
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とが指定されてもよい。ＳＩが変わる場合に、ＵＥは必要なＳＩを再取得するために様々
な手段で通知される。
【００１６】
　後方非互換キャリア／セルがアイドルモードキャンピング及び単一セル動作に利用可能
でありうることも可能である。この場合に、これらのキャリア／セルも上述の場合と同様
にセル固有パラメータの集合を有するＳＩを同報しなければならない。
【００１７】
　セルのＤＬは典型的に、ＤＬとＵＬとの両方に関連するパラメータを含む、このセルに
関連するＳＩパラメータの同報を含む。技術的に、上述のパラメータに追加して、第１セ
ルのＤＬで第２セルに関連するパラメータを同報することも可能だろう。しかしながら、
第２セルに関連するパラメータはしばしば第２セルのＤＬでも同報されるはずであるので
、このような解決策は好適ではないかもしれない。この重複は望ましくなく、従って３Ｇ
ＰＰはＲｅｌ－１０において第１セルにおいて第２セルに関する情報を同報しないことに
合意した。
【００１８】
　図３ａのシグナリング図で説明される典型的なユースケースでは、ＵＥ３１０はまずプ
ライマリセルとも呼ばれる単一のセルに接続され、続いてＲｅｌ－８から知られているも
のと同様のＲＲＣ接続設定手順３０１を行う。その後にのみ、ｅＮＢ３２０は、様々な基
準に基づいて、集約された複数のキャリア／セルでの受信（ＤＬ）及び送信（ＵＬ）につ
いてＵＥ３１０を構成することを決定してもよい。これは、ＵＥが使用を考慮に入れるこ
とが想定される追加のＵＬ　ＣＣ及びＤＬ　ＣＣに関する情報を含む構成メッセージをｅ
ＮＢ３２０が送信してもよいことを意味する。当該構成メッセージは典型的にはＲＲＣ接
続再構成メッセージ３０２である。ＵＥは典型的にＲＲＣ接続再構成完了メッセージ３０
３を用いて構成メッセージに応答する。
【００１９】
　このような接続モードのＵＥは、この段階で非常に広い帯域幅まで集約されうる複数の
ＵＬ　ＣＣ及びＤＬ　ＣＣの知識を有し、ＵＥはこの段階ですべてのＣＣで、すなわち時
には個別のＣＣであり、そして時にはすべてのＣＣで同時に、スケジューリングされる準
備が整う。別の言い方をすると、ＵＥはこの段階ですべてのセルにおいてＤＬ及び／又は
ＵＬでスケジューリングされる準備が整う。よって、この段階で、ＵＥが構成されている
複数のＤＬ　ＣＣ又はセルで利用可能なＳＩが存在する。しかしながら、上述のように、
この必要なＳＩは、キャリアアグリゲーションの能力を欠くＲｅｌ－８版ＵＥのような単
一セルモードで動作しているＵＥにも関連する。このような単一セル動作に関連するＳＩ
の一部は有効でなく、有用でなく、場合によっては後述されるようにキャリアアグリゲー
ション動作の柔軟性への不要な制限となる結果を生じうるので有害でさえありうることが
生じうる。よって、これらの問題は、例えば単一セル動作に関するＳＩは後方互換性を提
供するためにすべてのセルにおいて同報されるものの、セルがキャリアアグリゲーション
に用いられるべきである場合にこの単一セルＳＩが最適でないことである。
【００２０】
　ここで、ＤＬ及びＵＬの構成の両方を含む１つのセル、すなわちプライマリセルにＵＥ
がまず接続されており、ＵＥがセカンダリセルの追加の１つのＤＬキャリアを集約するよ
うに構成される上述の例を想定する。さらに、ＤＬキャリアに関するＳＩがプライマリセ
ルとセカンダリセルとの両方において同報されることを想定する。しかしながら、上述の
ように、セルのそれぞれで同報されるＳＩは単一キャリア動作にも関するＳＩを提供する
。よって、セカンダリセルにおいて同報されるＳＩは、例えばＵＬ帯域幅及び周波数、Ｒ
ＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ及びＰＵＳＣＨのパラメータを含む、対応するＵＬ構成に関する情報
を含むだろう。よって、集約された複数のキャリアで動作しているＵＥが、プライマリセ
ル及びセカンダリセルの両方において同報されるＳＩを読み取って従うことを要求される
ならば、これは結果として、ＵＥが必然的に単一セル動作についての対応するすべてのパ
ラメータも構成する状況になるだろう。
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【００２１】
　以下の例で、ＲＢＳは３つのセルにおける３つのＵＬ・ＤＬキャリアを制御しており、
以下ではＵＬ１／ＤＬ１／セル１、ＵＬ２／ＤＬ２／セル２、ＵＬ３／ＤＬ３／セル３と
表される。単一セルモードで動作する場合に、ＵＬ１がＤＬ１と一緒に動作し、ＵＬ２が
ＤＬ２と一緒に動作し、ＵＬ３がＤＬ３と一緒に動作するようにキャリアが結合される。
よって、図２ｃに説明されるように、ＵＬｘ／ＤＬｘに関する任意のＳＩがセルｘにおい
て同報される。この例は、ＴＤＤモードの場合であるＵＬｘがＤＬｘと同じ周波数である
ことを除外しないことに留意されたい。
【００２２】
　ＵＥがＤＬ２によって規定されるセル２に接続されること、すなわちＵＥ３１０が既知
のＲｅｌ－８手順に従い、必要なＳＩをＤＬ２で読み取り、ＵＬ送信についてＵＬ２を用
いること（図３ｂのシグナリング図の状態３０４）を想定する。さらに、ＵＥがより広い
ＤＬ帯域幅を必要とするとｅＮＢが結論付けたので、ｅＮＢ３２０はこの段階で２つの追
加のＤＬキャリアでＵＥ３１０を構成したい。ｅＮＢは３０５で、既存のＤＬ２に追加し
てＵＥがセル１のＤＬ１とセル３のＤＬ３とを付加的に使用してもよいという情報を含む
構成メッセージを送信する。しかしながら、既存の技術に従って、セル１及びセル３にお
いて同報される必要なＳＩもＵＥがこの段階で読み取るならば、ＵＥは対応するＵＬ構成
、すなわちＵＬ１及びＵＬ３も考慮に入れるだろう。この場合にｅＮＢはＤＬキャリアを
集約し、且つＵＥが必要とするものを大幅に超える追加のＵＬ帯域幅でＵＥを構成しない
ことの理由を見つけるだけであるので、これは明らかに望ましくない。よって、既存の技
術は、単一セル動作に関するＳＩがキャリアアグリゲーション動作について制限的になり
すぎる場合があるという点で柔軟性を提供しない。
【００２３】
　別の例は、例えばランダムアクセス（ＲＡ）構成に関する。ここで、ＵＬとＤＬとの両
方における集約された２つのセル、例えばセル１のＵＬ１／ＤＬ１とセル２のＵＬ２／Ｄ
Ｌ２とでＵＥが構成されていることを想定する。この場合に、両方のセルで同報されるキ
ャリア周波数及び帯域幅に関するＳＩパラメータが関連する。しかしながら、両セルのＳ
Ｉは、両方のＵＬキャリアのＲＡを実行する可能性をＵＥに提供するＲＡパラメータを含
む。ｅＮＢは利用可能なＵＬのうちの特定の１つだけでＲＡを実行するようにＵＥを制限
したいことがありうる。ＵＥは両方のセルでＲＡパラメータを含むＳＩを読み取り、それ
故、両方のＵＬでＲＡを実行するので、現在の技術でこれは可能ではない。
【００２４】
　別の例は例えばＰＵＣＣＨ制御に関する。ＵＥに対して構成されたＵＬキャリア及びＤ
Ｌキャリアの個数にかかわらず、１つの単一ＵＬキャリアですべてのＰＵＣＣＨ制御情報
を提供することを可能にすべきであることが最近合意された。上述の例では、各セルは独
立なＰＵＣＣＨパラメータを提供するだろう。しかしながら、ＵＥはセルのうちの１つに
おいて同報されるＰＵＣＣＨパラメータだけに従うべきである。
【００２５】
　更に別の例はタイマ及び定数に関する。集約されたセルのそれぞれは互いに異なる値で
ありうる独立したタイマ及び定数値を提供しうる。しかしながら、タイマ及び定数はＵＥ
ごとではなくセルごとに関連しないかもしれない。ＵＥは例えば値Ｔ１に到達した場合に
失効する単一のタイマｔ１だけを管理しうるが、すべてのセルでのＳＩはこのＴ１につい
て様々な値を提供し、これらの値のうちのどの１つをＵＥが適用すべきかが不明である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　従って、本発明の実施形態の１つの目的は上述の問題に対処することであり、キャリア
アグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて集約された複数のセルにおい
て同報されるシステム情報を適用する方法に対して柔軟な解決策を提供することである。
この目的及び他の目的は独立請求項に従う方法及び装置と、従属請求項に従う実施形態と
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によって達成される。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　本発明の実施形態の第１側面によれば、キャリアアグリゲーションをサポートする無線
通信システムにおけるユーザ機器についての方法が提供される。前記ユーザ機器は第１セ
ルにおいて無線基地局からデータを受信するように構成され、前記無線基地局は前記第１
セル及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報するように構成され
る。前記方法は、前記無線基地局から前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーション
のための構成情報を受信する工程と、前記無線基地局から前記第２セルにおいて同報され
る前記システム情報をどのように適用するかに関する情報を受信する工程とを有する。
【００２８】
　本発明の実施形態の第２側面によれば、キャリアアグリゲーションをサポートする無線
通信システムにおける無線基地局についての方法が提供される。前記無線基地局は第１セ
ルにおいてユーザ機器へデータを送信するように構成される。前記方法は、前記第１セル
及び第２セルにおいて構成パラメータを含むシステム情報を同報する工程と、前記ユーザ
機器へ前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報を送信する工
程とを有する。これはまた、前記ユーザ機器へ前記第２セルにおいて同報される前記シス
テム情報をどのように適用するかに関する情報を送信する工程を有する。
【００２９】
　本発明の実施形態の第３側面によれば、キャリアアグリゲーションをサポートする無線
通信システムにおいて用いられるユーザ機器が提供される。前記ユーザ機器はまた、第１
セルにおいて無線基地局からデータを受信するように構成され、構成パラメータを含むシ
ステム情報が前記無線基地局によって前記第１セル及び第２セルにおいてを同報される。
前記ユーザ機器は、前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報
と、前記第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する
情報とを前記無線基地局から受信するように適合された受信部を備える。
【００３０】
　本発明の実施形態の第４側面によれば、キャリアアグリゲーションをサポートする無線
通信システムにおいて用いられ、第１セルにおいてユーザ機器へデータを送信するように
構成された無線基地局が提供される。前記無線基地局は、前記第１セル及び第２セルにお
いて構成パラメータを含むシステム情報を同報するように適合された同報部を備える。こ
れはまた、前記第１セル及び前記第２セルのアグリゲーションのための構成情報と、前記
第２セルにおいて同報される前記システム情報をどのように適用するかに関する情報とを
前記ユーザ機器へ送信するように適合された送信部を備える。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明の実施形態の利点は、単一セル動作とキャリアアグリゲーション動作との両方に
共通な構成情報をすべてのＵＥが読み取って従うが、追加のパラメータ及び規則がキャリ
アアグリゲーションモードで動作するＵＥに提供されるような柔軟な方法でのキャリアア
グリゲーションを可能にすることである。
【００３２】
　本発明の実施形態の別の利点は、シグナリングのオーバヘッドを最小化しうるようなシ
グナリングの効率的な方法が提供されることである。
【００３３】
　本発明の実施形態の別の利点は、ＵＬとＤＬとの各ペアがＲｅｌ－８後方互換セルに対
応するＵＥ固有の非対称ＵＬ＆ＤＬ構成を構成可能なことである。
【００３４】
　本発明の実施形態の更に別の利点は、集約された複数のセルにおけるＳＩが主に単一セ
ル用途のＲＡＣＨリソースの様々な集合を提供したとしても、ＵＥに特定のＲＡＣＨリソ
ースが割り当てられうるように、キャリアアグリゲーションモードにおける例えばＲＡＣ
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Ｈ選択及びプーリングを制御可能な点である。
【００３５】
　本発明の他の目的、利点及び新規な特徴は添付の図面と組み合わせて検討した場合に本
発明の以下の詳細な説明から明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明が実施されてもよい従来の無線アクセスネットワークを概略的に説明する
図である。
【図２ａ】キャリアアグリゲーションを概略的に説明する図である。
【図２ｂ】キャリアアグリゲーションを概略的に説明する図である。
【図２ｃ】例示の上りリンクキャリア及び下りリンクキャリアと、対応するシステム情報
のフローを概略的に説明する図である。
【図３ａ】ＲＲＣ接続再構成手順についてのシグナリング図を説明する図である。
【図３ｂ】ＲＲＣ接続再構成手順についてのシグナリング図を説明する図である。
【図４】本発明の実施形態に従うユーザ機器における方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に従う無線基地局における方法のフローチャートである。
【図６ａ】本発明の実施形態に従うＵＥのブロック図を概略的に説明する図である。
【図６ｂ】本発明の実施形態に従うＵＥ制御部のブロック図を概略的に説明する図である
。
【図７ａ】本発明の実施形態に従うｅＮＢのブロック図を概略的に説明する図である。
【図７ｂ】本発明の実施形態に従うｅＮＢ制御部のブロック図を概略的に説明する図であ
る。
【図８】本発明の実施形態に従うＵＥ及びｅＮＢのブロック図を概略的に説明する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　所定の実施形態及び添付の図面を参照して以下に本発明がより詳細に記載される。説明
のためであって限定のためではなく、本発明の完全な理解を提供するために特定のシナリ
オや技術のような特定の詳細が説明される。しかしながら、これらの特定の詳細から逸脱
する他の実施形態で本発明が実施されてもよいことが当業者には明らかだろう。
【００３８】
　さらに、本明細書で説明される機能及び手段はプログラム式マイクロプロセッサ又は汎
用コンピュータと連携して機能するソフトウェアを用いて実施されてもよいし、及び／又
は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実施されてもよいことを当業者は理解する
だろう。本発明は主に方法及び装置の形式で記載されるが、本発明はコンピュータプログ
ラム製品だけでなく、コンピュータプロセッサと当該プロセッサに結合されたメモリとを
有し、本明細書に開示される機能を実行しうる１つ以上のプログラムが当該メモリに符号
化されたシステムにおいて具現化されてもよいことが理解されるだろう。
【００３９】
　特定の例示のシナリオを参照して以下に本発明の実施形態が記載される。本発明の特定
の実施形態は限定的でない汎用的な文脈でＥ－ＵＴＲＡＮに関連して記載される。しかし
ながら、本発明及びその実施形態はまた、キャリアアグリゲーションを用いるように構成
された他のタイプの無線アクセスネットワークに適用されてもよいことに留意されるべき
である。本明細書で用いられる表記法及び用語は変更されてもよく、本発明の実施形態の
適用可能性を如何なる意味でも限定しないことに留意されるべきである。
【００４０】
　本発明の実施形態では、無線通信システムのセルにおいて同報されるシステム情報（Ｓ
Ｉ）がキャリアアグリゲーションモードで動作するＵＥに適合していないという問題は、
２つのセルを集約するようにｅＮＢによって構成される場合に、ＵＥが第２集約セルにお
いて同報されるＳＩをどのように適用するかに関する情報をｅＮＢから受信するという解
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決策によって対処される。当該情報はまた、第２セルにおいて同報されるＳＩパラメータ
を上書き又は置換する構成パラメータを含んでもよい。特定の実施形態は以下を含む。
‐ＵＥ固有の方法でシステム情報を読み取るようにＵＥを構成する専用のメッセージに基
づく解決策。
‐専用のシグナリングの有するパラメータが、同報されるシステム情報から読み取られた
パラメータを上書きするように、専用のシグナリングにシステム情報パラメータが提供さ
れる解決策。
‐システム情報が複数のパラメータ集合を含み、１つの集合が単一セル動作に関連し、第
２集合がマルチキャリア動作に適用可能であり、第２集合が同報チャネルに存在するなら
ば第２集合が第１パラメータ集合を上書きする解決策。
‐特定のＤＬキャリアで提供されたシステム情報の何れにも従わないようにＵＥが要求さ
れ、すべての関連情報が専用のシグナリングで提供される解決策。
‐複数の下りリンクキャリアが同じシステム情報パラメータを伝達するが、ＵＥは１つの
特別なキャリアで同報される集合のうちの１つだけに従うように命令又は制御される解決
策。
【００４１】
　本発明の実施形態によれば、ｅＮＢは、構成パラメータの集合を有するＳＩを同報し、
同報された構成パラメータの集合内のパラメータの少なくとも一部をＵＥが適用すること
を解放する情報をキャリアアグリゲーションモードで動作しているＵＥへ送信するように
構成される。第１セルにおいてデータを受信し、ＳＩを読み取るように構成されているＵ
Ｅが第１セル及び第２セルを集約するようにｅＮＢによってさらに構成される場合に、Ｕ
Ｅは第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用すべきかに関してｅＮＢによって
知らされる。ｅＮＢは１つの実施形態では第１セルからのＳＩだけに従うように、すなわ
ちこのＳＩを読み取って適用するようにＵＥに命令してもよい。ｅＮＢの別の実施形態は
、単体で又は他の実施形態と組み合わせて何れか１つで実施される以下の実施形態を含み
うる。
‐キャリアアグリゲーションモードで動作しているＵＥへ送信される情報は、専用の情報
として同報又は受信される。
‐キャリアアグリゲーションモードで動作しているＵＥへ送信される情報は、ＳＩ構成パ
ラメータの少なくとも一部を上書き又は置換する構成パラメータを含む。
【００４２】
　よって、本発明の実施形態の基本概念は、キャリアアグリゲーションモードで動作して
いる場合に、ＵＥ固有の方法でＳＩ構成パラメータを読み取って適用するようにｅＮＢが
ＵＥを構成できるように、単一セル動作に関するＳＩ構成パラメータを読み取り、適用し
、上書きする方法を提供することである。
【００４３】
　本発明の実施形態の詳細は、ＵＬ１／ＤＬ１／セル１、ＵＬ２／ＤＬ２／セル２、及び
ＵＬ３／ＤＬ３／セル３と表される３つのセルにおける３つのＵＬキャリア及びＤＬキャ
リアをｅＮＢが制御する上述の例を用いて説明される。ＤＬキャリアは、セルｘのＤＬｘ
で提供されるＳＩでＵＬｘが構成されるように、各ＤＬ＆ＵＬペアに関するＳＩを提供す
る。ＵＥは第１ＤＬキャリア（例えば、セル１及びＤＬ１）上のＳＩによって規定される
セルへの接続を確立している。すなわち、確立の後に、ＵＥはＵＬ１で送信しＤＬ１で受
信するように準備（すなわち、スケジューリング）される。ここで、ｅＮＢはまた、典型
的に、セル１及びセル２のアグリゲーションのための構成情報を含み、それ故ＵＥが使用
することを考慮に入れることが想定される追加のＤＬ２及びセル２に関する情報を含む専
用のＲＲＣ接続再構成メッセージを送信することによって、セル２のＤＬ２を使用するよ
うにＵＥを構成する。
【００４４】
　本発明の２つの代替の実施形態が存在し、これらを実施形態Ａ、Ｂと表し、上述の例示
のシナリオを参照して以下に記載する。本発明の実施形態Ａによれば、ｅＮＢはＵＥ固有
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の方法でセル１及びセル２において同報されるＳＩを読み取って適用するようにＵＥを構
成する専用の構成メッセージをＵＥへ送信してもよい。よって、専用の構成メッセージは
セル２において同報されるＳＩをどのように適用するかに関する情報を含む。
【００４５】
　専用の構成メッセージはセル１及びセル２のアグリゲーションのための構成情報を送信
するために用いられるものと同じメッセージであってもよく、例えばＲＲＣ接続再構成メ
ッセージであってもよい。よって、当該メッセージは、構成メッセージを受信した後にＵ
ＥがＤＬ２でもデータを受信し、セル２で同報されるＳＩの関連性に関する情報を受信す
るようにＵＥが準備されるように、ＤＬ２及びセル２に関する構成パラメータを含む。第
１代替実施形態では、セル２で同報されるＳＩの関連性に関する情報は、セル２で同報さ
れるＳＩで読み取られたパラメータ及び関連機能の一部に従い（即ちこれを適用し）、他
のものには従わないようにさせる命令を含んでもよい。第２実施形態では、当該情報はセ
ル２で同報されるＳＩを適用するか適用しないようにさせるＵＥへの命令を含んでもよい
。第３実施形態では、セル２で同報されるＳＩの関連性に関する情報は、セル２で同報さ
れたＳＩにおいて読み取られた構成パラメータを上書き又は置換する構成パラメータを含
んでもよい。第３実施形態は第１実施形態又は第２実施形態と組み合わされてもよい。
【００４６】
　１つの実施形態では、セル２のＤＬ２上に利用可能なＳＩが存在したとしても、ＵＥは
セル２のＤＬ２上のＳＩを読み取らず、適用しないように命令されてもよい。これに代え
て、ＵＥはＤＬ２上のＳＩの一部のみを適用するように、例えばＵＬ２を構成するパラメ
ータを適用しないように命令されてもよい。この実施形態の利点は、ＵＬとＤＬとの各ペ
アがＲｅｌ－８後方互換セルに対応するＵＥ固有の非対称ＵＬ＆ＤＬ構成を構成可能なこ
とである。
【００４７】
　別の実施形態では、セル２で同報されるＳＩの関連性に関する情報は、ＲＡＣＨ構成に
関する情報を含む。特に、当該情報はセル２上のＳＩに提供されるＲＡＣＨ構成を適用し
ないようにさせる命令を含んでもよい。これに代えて、当該情報はセル２上のＳＩに提供
される構成パラメータを上書きするＲＡＣＨパラメータを含んでもよい。この実施形態は
、複数のセルにおけるＳＩがＲＡＣＨリソースの様々な集合を提供し、ＳＩに提供される
ＲＡＣＨ構成が主に単一セル用途である場合でも、ＵＥに特定のＲＡＣＨリソースが割り
当てられうるように、ＲＡＣＨ選択及びプーリングを制御可能にする。
【００４８】
　やはり上述の例を参照して説明される本発明の実施形態Ｂによれば、セル２において同
報されるＳＩをどのように適用するかに関する情報は、実施形態Ａのように専用のメッセ
ージで送信される代わりに、ＳＩと一緒に同報される。よって、セル２において同報され
るＳＩは単一セル動作に関する構成パラメータを有し、さらに、ＳＩは以下のうちの少な
くとも１つを有する。
‐キャリアアグリゲーションモードで動作しているＵＥについてＳＩの全部又は一部が有
効か有効でないかに関する情報。
‐キャリアアグリゲーションモードで動作しているＵＥに関する構成パラメータの集合。
当該パラメータ集合は単一セル動作について同報される対応するパラメータを上書きする
。
‐セル２において同報されるＳＩパラメータの全て又は一部にキャリアアグリゲーション
モードで動作しているＵＥが従うか従わないかに関する情報。
【００４９】
　本発明の実施形態Ａ、Ｂの両方とも、ＳＩ内の例えばＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ及び／又は
ＰＵＳＣＨのパラメータをキャリアアグリゲーション状況に適合させるために用いられう
る。タイマや定数のような他のパラメータも検討されてもよい。
【００５０】
　図４は本発明の１つの実施形態に従うキャリアアグリゲーションをサポートする無線通
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信システムにおけるＵＥの方法のフローチャートである。ＵＥは、第１セル、すなわちプ
ライマリセルにおいてＲＢＳからデータを受信するように構成される。この実施形態で、
ＲＢＳはｅＮＢである。ｅＮＢは第１プライマリセルと第２セルとの両方において、構成
情報を有するＳＩを同報するように構成される。フローチャートで説明される方法は以下
のステップを有する。
‐４１０：ｅＮＢから第１セル及び第２セルのアグリゲーションのための構成情報を受信
する。この実施形態では、２つのセル（１つのプライマリセル及び１つのセカンダリセル
）だけが集約されるが、３つ以上のセル（１つのプライマリセルと複数のセカンダリセル
）が集約されることも可能である。構成情報は典型的に、ＵＥが集約しうる２つのセルに
関する情報を含むＲＲＣ接続再構成メッセージに含まれる。
‐４２０：ｅＮＢから第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用するかに関する
情報を受信する。（上述もされた）第１代替実施形態では、受信される情報は、第２セル
において同報されるＳＩ内の構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含み、当該方
法は以下のステップ４３０、４４０を更に含む。
‐４３０：第２セルにおいて同報されたＳＩを読み取る。
‐４４０：受信した命令に従って、読み取ったＳＩを適用する。
【００５１】
　上述の第２代替実施形態では、受信した情報は第２セルにおいて同報されるＳＩを適用
させない命令を含み、これはＵＥが当該第２セル内の任意のＳＩを読み取らず、適用しな
いことを意味する。
【００５２】
　これらの第１実施形態及び第２実施形態の何れにおいても、受信した情報は、上述の第
３実施形態によれば、第２セルにおいて同報されるＳＩ内の対応する構成パラメータを置
き換える１つ以上の構成パラメータも含んでもよい。これは、例えばＵＥが適用しないよ
うに命令された第２セルからのＳＩ内のパラメータに対応する構成パラメータであっても
よい。
【００５３】
　上述の実施形態Ａで示された１つの実施形態では、第２セルにおいて同報されるＳＩを
どのように適用するかに関する情報は、専用のメッセージにおいて、例えば上述の４１０
で記載された構成情報も含むＲＲＣ接続再構成メッセージにおいて受信される。代替実施
形態Ｂでは、当該情報は、第１セル又は第２セルにおいて同報されるＳＩと一緒に同報メ
ッセージにおいて受信される。
【００５４】
　図５はキャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおけるＲＢＳの方
法のフローチャートである。ＲＢＳはこの実施形態においてＥ－ＵＴＲＡＮのｅＮＢであ
る。ｅＮＢは第１セルにおいてユーザ機器へデータを送信するように構成される。フロー
チャートで説明される方法は以下のステップを有する。
‐５１０：第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを有するＳＩを同報する。セル
において同報されるＳＩは当該セルに関連する構成パラメータを有する。
‐５２０：第１セル及び第２セルのアグリゲーションのための構成情報をＵＥへ送信する
。構成情報は典型的に、ＵＥが集約しうる２つのセルに関する情報を含むＲＲＣ接続再構
成メッセージに含まれる。
‐５３０：第２セルにおいて同報されるシステム情報をどのように適用するかに関する情
報をユーザ機器へ送信する。
【００５５】
　ｅＮＢの方法と同様に、第１代替実施形態において、送信される情報は第２セルにおい
て同報されるＳＩ内の構成パラメータの一部のみを適用させる命令を含む。第２代替実施
形態では、送信される情報は第２セルにおいて同報されるＳＩを適用させない命令を含み
、これはＵＥが当該セル内の任意のＳＩを読み取らず、適用しないことを意味する。
【００５６】
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　さらに、これらの実施形態の何れにおいても、送信される情報は、第３実施形態によれ
ば、第２セルにおいて同報されるＳＩ内の対応する構成パラメータを置き換える１つ以上
の構成パラメータも含んでもよい。これは、例えばＵＥが適用しないように命令された第
２セルからのＳＩ内のパラメータに対応する構成パラメータであってもよい。
【００５７】
　実施形態Ａでは、第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用するかに関する情
報は、専用のメッセージにおいて、例えば上述の５２０で記載された構成情報も含むＲＲ
Ｃ接続再構成メッセージにおいて送信される。代替実施形態Ｂでは、当該情報は、セルの
一方又は両方において同報されるＳＩと一緒に同報メッセージにおいて送信される。
【００５８】
　図６ａは本発明の実施形態に従うＵＥ１５０の簡略化したブロック図であり、ＤＬで受
信した制御情報を制御部６２へ転送する送受信部６１に接続されたアンテナを開示する。
制御部６２は受信したＳＩに従ってＵＥの動作を制御するＳＩ部を備える。これはまた、
第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用するかに関する受信した追加情報に従
ってキャリアアグリゲーション動作におけるＵＥの動作を制御する追加情報部を備える。
制御部６２、追加情報部及びＳＩ部はハードウェアによって実装されてもよいし、ソフト
ウェアによって実装されてもよいし、この２つの組合せによって実装されてもよい。
【００５９】
　図６ｂは本発明の実施形態に従うハードウェア及びソフトウェアの組合せで実装される
制御部６２を説明するブロック図である。これは、プロセッサ部６２０と、送受信部への
インタフェース６２４とを備える。さらに、制御部６２は例えばＥＥＰＲＯＭ、フラッシ
ュメモリ及びディスクドライブである不揮発性メモリの形式の少なくとも１つのコンピュ
ータプログラム製品６２１を備える。コンピュータプログラム製品６２１は、プロセッサ
部６２０で実行された場合に、図４に関連して上述された手順又は方法のステップをプロ
セッサ部６２０に実行させるコード手段を含むコンピュータプログラムを有する。
【００６０】
　図７ａは本発明の実施形態に従うｅＮＢの簡略化したブロック図であり、アンテナに接
続され、制御部７２によって制御される送受信部７１を開示し、制御部７２はとりわけ、
どの制御情報が送受信部７１から送信されるかを制御する。制御部７２は、同報されるＳ
Ｉを制御するＳＩ部を備える。これはまた、キャリアアグリゲーション動作のＵＥへ送信
される情報を制御する追加情報部を備える。制御部７２、追加情報部及びＳＩ部はハード
ウェアによって実装されてもよいし、ソフトウェアによって実装されてもよいし、この２
つの組合せによって実装されてもよい。
【００６１】
　図７ｂは本発明の実施形態に従うハードウェア及びソフトウェアの組合せで実装される
制御部７２を説明するブロック図である。これは、プロセッサ部７２０と、送受信部への
インタフェース７２４とを備える。さらに、制御部は例えばＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメ
モリ及びディスクドライブである不揮発性メモリの形式の少なくとも１つのコンピュータ
プログラム製品７２１を備える。コンピュータプログラム製品７２１は、プロセッサ部７
２０で実行された場合に、図５に関連して上述された手順のステップをプロセッサ部７２
０に実行させるコード手段を含むコンピュータプログラムを有する。
【００６２】
　本発明の実施形態に従うＵＥ１５０及びｅＮＢ１１０は図８にも概略的に説明される。
ＵＥ１５０はキャリアアグリゲーションをサポートする無線通信システムにおいて用いら
れ、第１セルにおいてｅＮＢからデータを受信するように構成される。ｅＮＢ１１０は第
１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを有するＳＩを同報するように構成される。
ＵＥはｅＮＢから第１セル及び第２セルのアグリゲーションのための構成情報を受信する
ように適合された受信部１５１を備える。受信部１５１は、ｅＮＢから第２のセルにおい
て同報されるＳＩをどのように適用するかに関する情報を受信するように更に適合される
。それに応じて、ｅＮＢ１１０は第１セル及び第２セルにおいて構成パラメータを有する
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ＳＩを同報するように適合された同報部１１１を備える。これはまた、第１セル及び第２
セルのアグリゲーションのための構成情報と、第２セルにおいて同報されるシステム情報
をどのように適用するかに関する情報とをユーザ機器へ送信するように適合された送信部
１１２を備える。
【００６３】
　第１代替実施形態では、第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用するかに関
する情報は、第２セルにおいて同報されるＳＩ内の構成パラメータの一部のみを適用させ
る命令を含み、ＵＥは第２セルにおいて同報されるＳＩを読み取るように適合された読み
取り部１５２と、受信した命令に従って、読み取ったＳＩを適用するように適合された適
用部１５３とを更に備える。
【００６４】
　第２代替実施形態では、当該情報は、第２セルにおいて同報されるＳＩを適用させない
命令を含み、これは、ＵＥにおいて読み取り部及び適用部が必要ないことを意味する。第
１実施形態及び第２実施形態の何れにおいても、当該情報は、第３実施形態に従って、第
２セルにおいて同報されるＳＩ内の対応する構成パラメータを置換する１つ以上の構成パ
ラメータも含んでもよい。これはまた、ＵＥが適用しないことを命令された第２セルから
のＳＩ内のパラメータに対応する構成パラメータであってもよい。
【００６５】
　実施形態Ａでは、第２セルにおいて同報されるＳＩをどのように適用するかに関する情
報は専用のメッセージにおいて送信／受信される。代替実施形態Ｂでは、当該情報は第１
セル又は第２セルにおいて同報されるＳＩと一緒に同報メッセージにおいて送信／受信さ
れる。
【００６６】
　ユニット１５２、１５３は例えばプロセッサ、マイクロプロセッサ、ＡＳＩＣ等を含む
処理ロジックに統合された回路であってもよいし、別個のユニット／回路であってもよい
。本明細書に記載された実施形態はハードウェア回路とソフトウェアとの如何なる特定の
組合せにも限定されないことに留意されるべきである。
【００６７】
　上述の実施形態は例として与えられただけであり、本発明を限定するべきではない。特
定の用語が本明細書で採用されうるが、これらは汎用的で説明の意味でのみ用いられ、限
定する目的では用いられない。
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